
総
合
的
教
育
と
研
究
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
交
流
の
拡
充
、

次
世
代
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
を
行
い
、
二
一
世
紀
社
会
が
求

め
る
物
質
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
を
推
進

し
ま
す
（
図
１
）。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
の
う
ち
、
北
海
道
大
学
が
中
心
に
な
り

東
ア
ジ
ア
四
大
学
が
連
携
し
て
設
立
し
た
物
質
科
学
国
際
連
携
大
学

院
を
紹
介
し
ま
す
。

二
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
連
携
「
物
質
科
学

ア
ジ
ア
国
際
連
携
大
学
院
」

（
A
sia
G
ra
d
u
a
te
S
ch
o
o
ls
o
f
C
h
em
istry

a
n
d
M
a
teria

ls

S
cien
ce、
Ａ
Ｇ
Ｓ
）

北
海
道
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
の
人

材
育
成
と
学
術
交
流
を
拡
充
す
る
目
的
か
ら
、
北
京
大
学
、
ソ
ウ
ル

国
立
大
学
、
国
立
台
湾
大
学
と
協
同
し
て
「
物
質
科
学
ア
ジ
ア
国
際

連
携
大
学
院
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
）
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
完
全
な
経
済
支
援
と
英
語
の
み
に
よ
る
化
学
教
育
を
柱
と

し
て
、
四
大
学
の
教
員
が
連
携
し
て
行
い
ま
す
。
入
学
金
、
授
業
料
、

生
活
費
な
ど
全
て
の
経
費
を
各
大
学
が
保
証
し
ま
す
。
英
語
に
よ
る

最
先
端
教
育
を
行
う
た
め
に
各
大
学
の
教
員
は
、
有
機
化
学
、
無
機
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図１ 教育研究拠点の形成

一
は
じ
め
に

安
全
で
機
能
と
性
質
に
優
れ
た
物
質
の
創
製
は
、
化
学
に
託
さ
れ

た
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
化
学
者
は
、
こ
の
「
も
の
作
り
」

を
通
し
て
豊
か
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
触
媒
研
究

は
、
こ
の
「
も
の
作
り
」
の
根
幹
を
な
す
実
学
的
学
問
と
し
て
、
物

質
変
換
と
創
製
に
お
け
る
技
術
革
新
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。
北
海

道
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
触
媒
が
先
導
す
る
物
質

科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
こ
の
触
媒
研
究
を
物
質
科
学
の
中
心

的
課
題
で
あ
る
物
質
変
換
と
物
質
創
製
の
基
盤
研
究
と
し
て
、
拠
点

形
成
を
図
る
も
の
で
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、
二

一
世
紀
社
会
が
求
め
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
達
成
と
、
そ
れ
を
弛
ま

ず
実
現
す
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、
北
海
道
大
学
が
現
在
進
め
て
い
る
学
院
・

研
究
院
構
想
に
も
と
づ
き
、
理
学
院
と
工
学
研
究
科
の
化
学
系
教
育

組
織
を
統
合
し
て
、
｢総
合
化
学
院
｣に
改
組
す
る
教
育
拠
点
の
形
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
と
ア
ジ
ア
の
協
定
校
で
構

成
す
る
｢物
質
科
学
ア
ジ
ア
国
際
連
携
大
学
院
｣を
新
設
し
て
、
ア
ジ

ア
に
ま
た
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
博
士
育

成
を
行
い
ま
す
。
両
大
学
院
を
拠
点
と
し
て
、
物
質
科
学
に
お
け
る
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●
事
例
紹
介

●

東
ア
ジ
ア
四
大
学
（
北
大
、
北
京
大
、
ソ
ウ
ル
大
、
台
湾
大
）
が

連
携
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
物
質
科
学
ア
ジ
ア
国
際
連
携
大
学
院
」

宮
浦
憲
夫

（
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）



三
「
物
質
科
学
ア
ジ
ア
国
際
連
携
大
学
院
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
）
の
入
学
試
験
」

Ａ
Ｇ
Ｓ
の
入
学
生
は
年
に
二
回
、
四
月
と
一
〇
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
募
集
さ
れ
ま
す
。
受
験
資
格
は
、
学
部
お
よ
び
大
学
院
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
た
者
で
学
士
号
（
四
年
間
）
お
よ
び
修
士
号
（
二

年
間
）
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
、
授
業
と
研
究
に
必
要
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
た
め
、
英
語
能
力
の
審
査
が
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
国
語
が
英
語
で
な
い
人
、
ま
た
は
大
学
に

お
け
る
授
業
が
英
語
で
な
か
っ
た
人
は
、
英
語
検
定
証
明
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
終
的
に
英
語
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
試
験
が
現
地
で
行
わ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。

受
験
生
は
、
希
望
す
る
指
導
教
員
を
四
つ
の
連
携
大
学
か
ら
第
三

希
望
ま
で
選
び
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
事
務
局
へ
願
書
を
送
り
ま
す
。
Ａ
Ｇ
Ｓ
運

営
委
員
会
は
願
書
に
基
づ
い
て
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
第
一
次
書

類
選
考
で
合
格
し
た
受
験
生
は
、
各
自
が
居
住
す
る
国
の
首
都
で
志

望
大
学
の
教
員
に
よ
る
面
接
試
験
を
受
け
、
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
研
究
遂
行
能
力
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
さ
れ
ま

す
。
合
格
す
る
と
各
大
学
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
受
講
資
格
を
得
ま
す
。

こ
れ
迄
、
二
〇
〇
八
年
に
二
回
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
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図２ ＡＧＳネットワーク

化
学
、
有
機
金
属
化
学
、
高
分
子
化
学
、
触
媒
化
学
、
材
料
科
学
、

生
物
化
学
、
化
学
工
学
な
ど
化
学
と
材
料
化
学
に
お
け
る
教
育
研
究

指
導
を
共
同
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
実
践
的
で
国
際
性
豊
か
な
人
材

育
成
を
行
う
た
め
に
、
受
講
生
に
は
短
期
留
学
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
共
同
研
究
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
学
を
ま
た
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
学
生
の
身
分
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

運
用
し
、
学
生
は
希
望
の
大
学
・
研
究
室
に
所
属
す
る
方
式
を
と
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
方
式
に
は
大
き
な
制
度
上
の

問
題
が
あ
り
、
所
属
大
学
・
専
攻
を
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
実
用
性
に
欠
け
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
従
っ
て
同
時
に
北
海
道
大

学
と
他
大
学
に
籍
を
お
く
こ
と
は
避
け
、
学
生
は
一
つ
の
大
学
に
籍

を
お
き
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
一
緒
に
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
一
回
入
学
試
験
で
は
、
ア
ジ
ア
一
二
カ
国
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

書
類
審
査
と
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
試
験
を
経
て
一
〇
名
の
一
期
生
が
選

抜
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
に
は
記
念
す
べ
き
第
一

期
生
（
写
真
後
列
）
を
受
け
入
れ
、
佐
伯
浩
北
海
道
大
学
総
長
（
写

真
前
列
中
央
）
ら
を
お
招
き
し
、
入
学
式
と
入
学
祝
賀
会
を
行
い
ま

し
た
。
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第１回ＡＧＳ入学式



（
２
）
Ａ
Ｇ
Ｓ
集
中
講
義
＆
講

演
会

学
生
は
所
属
す
る
大
学
の
研
究
室

で
博
士
論
文
研
究
を
行
い
ま
す
が
、

各
大
学
の
学
生
は
北
海
道
大
学
に
集

ま
り
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
一
緒
に
受
講
し
ま
す
。
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
入
学
生
は
、
入
学
式
に
引

き
続
き
約
一
ヶ
月
の
英
語
に
よ
る
集

中
講
義
と
講
演
会
を
翌
週
か
ら
受
講

し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
は
、
連
携

大
学
を
中
心
に
第
一
線
で
活
躍
す
る

六
名
の
先
生
が
六
単
位
の
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に

お
け
る
基
礎
か
ら
最
先
端
研
究
ま
で

が
含
ま
れ
、
少
々
高
度
で
ハ
ー
ド
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
皆
優
秀
な

成
績
で
単
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
授
業
は
学
内
の
学
生
に
対

す
る
実
践
的
英
語
教
育
の
一
環
と
し

て
も
行
わ
れ
て
お
り
、
博
士
課
程
学

生
を
中
心
に
多
数
が
受
講
し
ま
し

た
。
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交

流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、

来
年
度
は
ま
た
新
た
な
講
師
陣
で

他
分
野
の
講
義
を
行
う
予
定
で
お

り
ま
す
。

（
３
）
Ａ
Ｇ
Ｓ
合
宿
セ
ミ
ナ
ー

（
定
山
渓
ホ
テ
ル
）

留
学
生
と
の
交
流
・
交
歓
会
の

一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
〇

月
に
Ａ
Ｇ
Ｓ
学
生
（
北
海
道
大
学

八
名
、
北
京
大
学
二
名
）
と
学
内

の
博
士
課
程
留
学
生
・
学
生
に
よ

る
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
を
札
幌
市
南
区

定
山
渓
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
が
各
自
の
研
究

や
出
身
大
学
、
研
究
室
の
紹
介
を

行
っ
た
の
ち
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

夜
お
そ
く
ま
で
互
い
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
留
学
生
の
多
く
に
と
っ
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表２ 集中講義・講演会 講師一覧

八
年
一
〇
月
入
学
者
一
〇
名
と
二
〇
〇
九
年
四
月
入
学
者
五
名
お
よ

び
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
入
学
者
五
名
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
合
格
者

の
主
な
出
身
大
学
（
大
学
院
）
は
表
１
の
通
り
で
、
ア
ジ
ア
の
主
要

な
大
学
の
修
士
課
程
を
修
了
し
た
学
生
が
合
格
し
ま
し
た
。

四
「

物
質

科
学

ア
ジ

ア
国

際
連

携
大

学
院
（

Ａ
Ｇ

Ｓ
）
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ
ム
」

（
１
）
Ａ
Ｇ
Ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
Ｇ
Ｓ
留
学
生
は
、
北
海
道
大
学
、
北
京
大
学
、
ソ
ウ
ル
国
立
大

学
、
国
立
台
湾
大
学
の
い
ず
れ
か
の
大
学
に
所
属
し
て
、
博
士
課
程

の
教
育
を
受
け
ま
す
。
と
く
に
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
授
業
の
特
徴
で
あ
る
、

英
語
に
よ
る
最
先
端
教
育
を
行
う
た
め
に
各
大
学
の
教
員
は
、
有
機

化
学
、
無
機
化
学
、
有
機
金
属
化
学
、
高
分
子
化
学
、
触
媒
化
学
、

材
料
科
学
、
生
物
化
学
、
化
学
工
学
な
ど
化
学
と
材
料
化
学
に
関
す

る
教
育
研
究
指
導
を
共
同
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
国
際
性
豊
か
で
実

践
的
な
人
材
育
成
を
行
う
た
め
に
、
受
講
生
に
は
短
期
留
学
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
国
際
学
会
派
遣
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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表１ 入学試験合格者数と主な出身大学



ラ
ム
の
整
備
な
ど
が
緊
急
か
つ
欠
か
せ
な
い
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
Ｃ
Ｏ
Ｅ
資
金
で
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
に
重
要
で
難
し
い
課
題
は
、
事
務
組
織
を
含
め
た
大
学
に

お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
英
会
話
能
力
は
留
学
生
と

の
交
流
に
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
の
大
学
の
事
務
組
織
と

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
留
学
生
に
と
っ
て

快
適
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
時
間
を
要
す
る
課
題
で
す
が
、
我
々

が
新
た
に
開
始
し
た
国
際
連
携
大
学
院
が
、
ア
ジ
ア
の
人
材
育
成
と

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
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て
、
初
め
て
の
日
本
式
温
泉
の
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

五
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
将
来
と
可
能
性

文
部
科
学
省
は
、
「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
の
骨
子
を
二
〇
〇

八
年
七
月
二
九
日
付
け
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
背
景
は
、

ア
ジ
ア
並
び
に
世
界
に
向
け
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る

一
環
と
し
て
、
日
本
を
世
界
に
よ
り
開
か
れ
た
国
と
す
る
た
め
に
、

二
〇
二
〇
年
を
目
途
に
三
〇
万
人
の
留
学
生
受
入
れ
を
目
指
す
も
の

で
す
。

こ
の
た
め
に
、
留
学
生
の
入
試
・
入
学
・
入
国
方
法
の
改
善
、
大

学
等
の
教
育
機
関
や
社
会
に
お
け
る
受
入
れ
体
制
の
整
備
、
卒
業
・

修
了
後
の
就
職
支
援
等
に
至
る
幅
広
い
施
策
を
検
討
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
施
策
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
っ
て
い
る

「
物
質
科
学
ア
ジ
ア
国
際
連
携
大
学
院
」
の
理
念
そ
の
も
の
で
す
。

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
多
く
の

学
生
が
日
本
に
留
学
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
日
系
企
業
に
就

職
す
る
こ
と
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
受
入
れ
の
た
め
の
整

備
が
必
ず
し
も
整
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
欧
米
並
み
の
経
済
支
援
、

受
入
宿
舎
の
整
備
、
英
語
の
み
に
よ
る
単
位
取
得
が
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
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ＡＧＳ合宿セミナー風景


